
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新十津川町議会 

議会活動基本計画 
 

（令和５年５月～令和９年４月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新十津川町議会 



新十津川町議会活動基本計画の位置づけ 

 本計画は、新十津川町議会が任期４年間において目指すべき議会像とそれに向けた活動内容を

示した計画であり、全議員が共通認識のもと取り組むことを目的とした計画とする。 

 

計画の期間 

令和５年５月１日～令和９年４月30日（任期４年間） 

 

計画の構成 

 任期４年間の「新十津川町議会活動基本計画」と毎年度策定する「議会活動計画」で構成す

る。 

 

【議会活動基本計画】 ※任期４年の活動基本計画 

計画期間：1期４年（任期プラン） 

計画内容：計画の目的 

         計画の構成（PDCAサイクルの構成・プランの作成方法、検証の方法他） 

         新十津川町議会の目指すべき姿（ビジョン） 

         活動方針 

         活動内容（活動実施項目） 

 

【議会活動計画】  ※別紙資料１ 

計画期間：1期１年（年度プラン） 

計画内容：現状と課題（前年度の振り返りと課題抽出） 

         課題に対する対応策（課題分析：なぜそうなったか…） 

         具体的な実行計画（課題解決のためのアクション計画） 

 

 

 
 

                         P（計画作成）          D（計画実行）         C（評価・検証）       A（対策・再計画） 

議会活動基本計画 1年目の５月 1年目～４年目 4年目の10月 4年目の３月 

議会活動計画 3月 4月～３月 1月 3月 

 

 

計画作成方法 (PDCAサイクルの基本的な流れ) 

議会活動基本計画に基づいた項目ごとの所管部門でPDCAサイクルを実行する。 

実行後の評価及び再計画については、部門での協議結果を集約し議会活動計画（案）を作成。

全体協議のもと、正式な計画となり、各部門は計画に基づき実行する。 

 

 

 

 

議会活動基本計画（４年計画） 

1期 議会活動計画 2期 議会活動計画 3期 議会活動計画 4期 議会活動計画 



Ⅰはじめに 

  地方議会における、議員のなり手不足が課題とされるなか、20１１年、2019年に本町において

も無投票の選挙となった。そして今回 2023年の選挙は、現職議員の多くが次期出馬をしないと

いう状況から無投票どころか、欠員となることも危惧され、他市町村やメディアでも話題となったほ

どである。しかし、当時の現職議員が一丸となり、議員のなり手確保に向け積極的に動き出したこ

と、加えて、議員のなり手不足を深刻に捉え、町議会をなんとかしなければという思いが出馬につ

ながった結果、８年ぶりの選挙戦となった。 同時に、選挙の形が大きく様変わりし、これまでの地域

を基盤とした議員選出の流れが崩れ、地域後援組織を持たずに出馬する方が半数以上となった。

加えて、選挙の手法もインターネットを活用するなど、時代を感じる過去にない選挙戦となったこと

と同時に、投票率も過去最も低い65.23％となった。 

 

  今期、新たに誕生した議会では、女性議員が５名（４５％）、平均年齢５４歳となり、多くの地方議

会が課題としている壁を一気にクリアした。 年代も30歳台から70歳台と各年代層に分かれ、理

想の多様性を秘めた議会構成となった。 議会は、町民のさまざまな声を聴き、議論する場。議員の

多様性は住民にとって身近な議会として大きな強みとなり、この強みを最大限に発揮することが、

今期議会の使命であり最大の目標とし、ここに「新十津川町議会活動基本計画」を策定する。 

 

今期のビジョン ～ 私たち１１人の目指す議会のあるべき姿 ～ 

「未来を明るく語れるまち」を目指し 

町民と共に歩み、存在感のある議会を目指します！ 
 

  私たち議員は、町民の代表として誇りを持ち、住民が主役の町づくりに向け、新十津川町議会が

住民の負託に応えるべき５つの機能を十分に発揮できるよう次の活動方針を定めます。 

 

 

 

【新十津川町議会の５つの機能】 

１ 行政執行に対する監視、チェック機能 

２ 住民の意見・要望を聞き、行政に届ける機能 

３ 住民に情報提供する機能 

４ 政策（国・道も含む）の課題分析機能 

５ 町の将来像を見据えた政策提言をする機能 

 

 

 

 



 

Ⅱ ５つの活動方針 

   

☆方針１ 「住民等とのコミュニケーションを深め、積極的に情報収集する」 

 

☆方針２ 「地域の課題を的確に把握し、住民目線で議論を展開する」 

 

☆方針３ 「議会の活動を分かりやすく住民に伝える」 

 

☆方針４ 「住民の代表としての役割を遂行し、議員としてのレベルを高める」 

 

☆方針５ 「効率的かつ効果的な議会活動を行うための環境整備を行う」 
 

 

 

 

                            【方針体系図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針１ 

住民とのコミュニケーシ

ョンを深め、積極的に

情報収集する。 

方針２ 

地域の課題を的確に

把握し、住民目線で議

論を展開する。 

方針３ 

議会活動を分かりやす

く住民に伝える。 

方針４ 

住民の代表としての

役割を遂行し、議員

としてのレベルを高め

る。 

方針５ 

効率的かつ効果的な議会活動

を行うための環境整備を行う。 



方針１「住民等とのコミュニケーションを深め、積極的に情報収集する」 

議会活動は、住民や地域団体などからの情報収集から始まると言っても過言ではなく、地域課

題、町づくり、議会運営などさまざまな地域住民や地域団体の声や思いを収集しなければなりませ

ん。また、地域住民や地域団体だけでなく、行政側の情報も収集することも必要であり、そのことで

充実した議論を展開することにつながります。 

私たちは、前期、新型コロナウイルスの影響で十分に行えなかった情報収集を今期は特に力を

入れ、積極的に実施します。 

 

活動内容 

 １ かたるべサロンの実施  

   目的：地域住民が気軽に議員と話せる場を継続的に設置することで、地域住民などからの情

報を収集する。 

   方法：常設型サロン、イベント型サロン、ネット型サロンなど住民の方々が気軽に立ち寄りやす

い設置を検討する。 

 

２ くるま座ミーティングの実施 

  目的：各団体や企業、地域住民の集まりなどに出向き、情報交換することで情報を収集する。 

  方法：町内団体の他、地域活動などに参加する。 方法は、先方の団体や活動主体などの状況

に応じながら企画する。（対面型、ネット型など） 

 

３ まちづくりワークショップの実施 

  目的：町づくりのテーマに沿って、住民と共に考える機会をつくることにより、町の課題の共有と

住民の考えを知ることが出来る。 

  方法：まちづくり勉強会などと組み合わせ、勉強会を実施したのち同じテーマでワークショップ

を実施するなど、話が盛り上がる工夫を凝らしながら実施する。 

 

 ４ 住民意見の収集環境の整備 

    目的：議会に対する意見を収集する環境を整備することで、常時住民の意見を収集すること

ができ、充実した議会活動につなげる。 

    方法：住民がいつでも議会に対する意見を投稿できる仕組みの構築を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方針２「地域の課題を的確に把握し、住民目線で議論を展開する」 

さまざまな情報を収集したのち、その情報が議会活動に反映していくものなのかをしっかり判断

していくため、情報分析と課題抽出を行います。抽出した課題については、住民の代表という意識

を持ち、住民の立場になって考え、議員間でしっかり議論することで、住民目線での政策提言等に

つなげていきます。 

 

活動内容 

 １ 政策協議会における議員間討議の実施 

   目的：町の政策について議員間討議を深め、議会活動に柔軟に展開していく。 

   方法 ① 委員会政策協議：委員会前後の議員間討議 

        ② 予算・決算政策協議：予算・決算審議前後の討議 

        ③ 特別政策協議：議会全体で行う議員間討議     他 

 

 ２ 政策協議におけるワークシートの活用 

   目的：抽出した課題を戦略的かつ継続的に協議し、計画的に議会活動に反映していく。 

   方法：委員会で実施する調査事項を主にワークシートに落とし込み、協議の状況を見える化し

継続した協議につなげていく。              ※調査案件ワークシート （別紙資料２） 

 

 

方針３「議会の活動を分かりやすく住民に伝える」 

議会活動に関心を持ってもらうための最も重要な活動であり、「伝える」ことではなく、「伝わる」

ことに重点を置いて活動していきます。子どもから高齢者、障がい者など全ての方々にしっかり情

報が届くような工夫を行い、よりスピーディーで興味を引き付ける内容とすることで、住民とともに

歩む議会の実現を目指していきます。 

 

活動内容 

 １ 議会だよりの作成と情報発信 

   目的：紙面による議会情報を全世帯に配布することで、多くの方に議会の情報を伝える。 

   方法：①年４回 定例会ごとに発行 

        ②年間発行企画の作成と発行号ごとの企画を立案 

        ③議会だより＋動画、議会だより＋ホームページなどの工夫からより多くの情報を分かり

やすく発信 

※議会だより発行フロー（別紙資料３） 

 

２ 議会フェイスブックの投稿による情報発信 

  目的：議会の情報をよりタイムリーに発信することで、スピーディーに多くの方に議会の情報を伝 

える。 

  方法：①フェイスブック投稿担当者を定め、議会としての活動を投稿 

       ②フェイスブック投稿については、フェイスブック運用方針に基づき実施 

                                           ※フェイスブック運用方針（別紙資料４） 



３ 議会報告会の実施 

  目的：議会活動の内容を口頭により報告する機会を設けることで、議会活動の情報を詳細に伝 

えると同時に、その場で住民の声を収集することができ、議会活動に反映する。 

  方法：① 巡回型報告会：報告会場を定め、議員複数名が報告会場に出向き報告会を実施 

       ② ネット型報告会：動画及びネットライブによる報告会を実施 

  

４ 議会ホームページを活用した情報発信 

  目的：議会議事録や議会の構成など、議会の基本的情報を広く多くの方に伝える。 

  方法：①新十津川町ホームページに付属し、議会議事録、議会だよりなどの情報を掲載 

       ②ホームページの情報量をアップさせ、ホームページ訪問者数の増加を目指す。 

 

☆議会における住民等から収集した情報の対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆情報処理サイクル→情報をためずに、その都度処理していく。 

☆収集した情報（声）は、各委員会で対応協議を行い、各委員会活動に生かす。 

☆各委員会で決定した対応方法や対応後の情報を広報班で広報方法の検討企画を行う。 

☆住民に提供する情報は、収集した情報（声）に対し議会（委員会）がどう対応したかの内容とする。 

☆広聴班、広報班で企画検討した活動案は、広報広聴常任委員会協議を経たのち決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方針４「住民の代表としての役割を遂行し、議員としてのレベルを高める」 

住民の負託に応えるため、議員個々が日ごろから自らを振り返り、議員としての資質向上に努め

行動することで、議会の機能を高め、住民の期待に応えることのできる議会を目指していきます。 

 

活動内容 

１ 一般質問の積極的実施（努力義務化） 

  目的：年４回の一般質問の機会を活用し、議員個々が町民の代表の立場から質問を行うことで、

政治家としての力量を身に付けるとともに、住民に信頼される議員像を目指す。 

  内容：①議員個々が毎回一般質問を実施するという意識を持ち、日ごろから情報収集、課題の

抽出、分析を行い、質の高い質問を実施 

       ➁一般質問ワークシートを活用し、住民に分かりやすく、意義のある一般質問につなげて

いく。 

                                        ※一般質問論点整理ワークシート（別紙資料５） 

 

２ 研修会の実施 

  目的：議員個々が議員としての知識や技術を積極的に身に付け、住民の期待と負託に応えるこ 

とのできる議員を目指す。 

  内容：①研修計画に基づき、派遣研修、議長会等主催研修、議会及び常任委員会が行う研修

に参加 

       ②研修の受講は遅くても3年目までに行い、研修で学んだ内容を今期議会活動に生かし

ていく。 

       ③議員間内で伝達研修を実施し、研修に参加した議員が他の議員に研修内容を伝達す

ることで、議員全体のレベルアップを図る。 

※研修計画（別紙資料６） 

 

３ 勉強会の実施 

  目的：議会活動の中で疑問が生じたこと、不明な点などについて学習する意識を持ち、幅広 

い見識と判断力を身に付け有意義な議員間協議につなげ、議会活動の充実につなげる。 

  内容：①案件や状況に応じて柔軟に実施 

       ②講義方式、ワークショップ方式、動画視聴方式などさまざまな方法で効果的に実施 

        

４ まちづくり勉強会の開催 

  目的：地域住民とともに学ぶ機会をつくり、議員と住民が町の課題や町の将来像への共通認識 

を持ち、協働の町づくりの認識を深める。 

  内容：①テーマを定め、外部講師を依頼しての勉強会を企画、実施 

       ②まちづくりワークショップと合わせて実施 

 

 

 

 



方針５「効率的かつ効果的な議会活動を行うための環境整備を行う」 

充実した議会活動を継続していくための環境を整えることで、議会機能を十分に発揮し、議会と

しての役割をしっかり遂行することができ、議会に対する住民の信頼を高めていきます。 

 

活動内容 

１ 議会活性化推進会議の設置 

  目的：議会運営のさらなる活性化を図るため、今期、特に整備すべき事項を集中して協議し、実

現することを目的とする。 

  内容：①「議会基本条例等の制定について」「議会モニター制度について」「議会 ICT環境整

備について」「災害時における議会運営体制の整備について」を協議 

       ②推進プロジェクトチームを設置し、検討を進める。 

 

２ 議会活動を具現化する制度の制定 

  目的：住民自治を実現するための議会運営に対する理念、その理念を具現化する制度を策定す

ることにより、議会運営の質を担保し、議会の存在意義を明確にする。 

  内容：①議会基本条例策定の意義を認識し、本町議会としてのあり方を検討 

       ②早期の制度化を目指す。 

 

３ 議会モニター制度の実施 

  目的：議会活動に対し、住民の意見、要望、提案等を取り入れ、議会活動の見直し、改善を図る

ことで住民に求められる議会運営を維持していく。 

  内容：①実施議会の状況を把握し、導入に向けての議会モニター制度導入推進チームを立ち

上げる。 

       ②早期の制度化と運用を図る。 

 

４ 議会ICT環境の整備 

   目的：議会運営の効率化、迅速化、危機管理体制の強化など議会の活性化を図り、議会機能

をより一層高めることにより、住民に信頼される議会を目指す。 

   方法：①ICT環境整備計画を策定 

        ②議会ICT化推進チームを立ち上げ検討を進める。 

※新十津川町議会の本会議等における情報通信機器の使用に関する基準（別紙資料７） 

 

５ 災害時等に備えた議会運営体制の整備 

  目的：災害時における議会機能維持に向けた体制整備を行うことで、災害発生時などにおいて 

も議会運営を適切に進めることができ、議会の役割と機能を維持する。 

  内容：①「新十津川町議会災害対策支援本部設置要綱」の見直しと修正 

       ②「新十津川町議会災害対応マニュアル」の見直しと修正 

       ③議会機能継続計画（議会BCP）の策定に向け、議会BCP策定推進チームを立ち上げ

検討を進め、早期に策定 

※新十津川町議会災害対策支援本部設置要綱（案）、災害時対応マニュアル（別紙資料８） 



６ 安心して議会活動に取り組める環境整備 

目的：発言や行動によって他者に不利益を与えたり、不愉快にさせる行為に対し適切に対応でき 

る環境をつくることで、議会活動に専念でき、議会機能の維持を図る。 

内容：あらゆるハラスメントに対し、適切に対応するための体制づくりとして、ハラスメント条例の制

定に向け町と協議を行う。 

※新十津川町ハラスメント条例（素案）（参考資料９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 活動推進体制 

１ 構成図 

 

 

       

    

 

  

 

 

 

２ 議会構成名簿 

   ◎委員長・会長・座長  〇副委員長・副会長  ◇班長・リーダー 
職   名 氏   名 

議  長 小玉博崇 

副議長 西内陽美 

総務民生常任委員会 ◎加藤敏晃   〇三師優美 

  杉本初美     樋坂里子   西内陽美 

経済文教常任委員会 ◎大畠光敬   〇深瀬美奈子 

  工藤  健     鈴井康裕   西内陽美 

広報広聴常任委員会 ◎深瀬美奈子   〇工藤  健 

（広報班） 

◇深瀬美奈子 加藤敏晃 三師優美 樋坂里子 西内陽美 

（広聴班） 

◇工藤    健 大畠光敬 杉本初美 鈴井康裕  

議会運営委員会 ◎鈴井康裕  〇工藤 健  加藤敏晃  大畠光敬  西内陽美 

議会活性化推進会議 ◎小玉博崇  議員全員 

（議会モニター制度導入推進チーム） 

◇加藤敏晃  深瀬美奈子 樋坂里子  

（議会ICT化推進チーム） 

◇大畠光敬 三師優美 鈴井康裕 

（議会BCP策定推進チーム） 

◇ 工藤  健  杉本初美  西内陽美 

議員会役員 ◎杉本初美 〇三師優美 大畠光敬 深瀬美奈子 

副議長 

議会運営委員会 

常
任
委
員
会 

総務民生常任委員会 

経済文教常任委員会 

広報広聴常任委員会 広報班 

広聴班 

議会活性化推進会議 議会モニター制度導入推進チーム 

議会 ICT化推進チーム 

議会 BCP策定推進チーム 

事務局 

議長 

議員会 



 


